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今から10年前の話です
•松野教授（当時は通商産業省の主任研究官）
のところにS社から来客があった。以下の
要望をうけた。

•「音楽をCDにて販売するのではなく、イン
ターネットを経由して販売するサービスを
開始した。
•両者の環境負荷はどちらが大きいか、LCAで
比較してほしい。」



我が国のインターネットトラヒック

出典： 総務省



クラウドコンピューティング時代

ネットワーク技術の進歩を基盤として、自らはＩＴ資源を「所有」せず、ネットを
通じて必要な分だけ「利用」する新しいICT基盤活用形態
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IT機器別の国内消費電力量予測
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・ ネットワーク機器（ルータ、スイッチ）の消費電力量の増大が顕著化。
・ 2025年時点におけるIT機器の国内消費電力量は約3000億kWh、
国内電力消費量の約1/3を占めるとの試算結果がえられている。

(2978億kWh)

(404億kWh)

（2440億kWh：全体
の82％）



情報通信設備

の環境負荷

情報通信サービス
による

環境負荷の低減

グリーン製品の開発、調達、
環境マネージメント活動

- 物流の効率化
- 人の移動の削減
-産業・生活の効率化

- エネルギーの使用
（端末数、ＮＷの増大）
- 設備構築による資源利用
- 設備撤去に伴う廃棄物の発生

環境に対するマイナスの要因 環境に対するプラスの要因

－環境啓発・環境教育

脱物質化、省エネルギー

ライフスタイルの変革

ICT（情報通しい技術）が環境に与える影響



ICTにより環境負荷低減も可能

•「グリーン of ICT」
•消費電力削減、資源
リサイクル

•「グリーン by ICT」
•効率化、脱物質化、
脱移動

e-Taxなど身近なところ
にも「グリーン by ICT」
がある。



グリーン by ICT（TV会議）
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TV会議と出張会議のCO2排出量比較
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LCAの効用

•目に見えないものを「見える化」
させること。

•ライフサイクル思考に基づいた
考え方を定着させる。

•環境項目のトレードオフ、排出源の
トレードオフ

•複雑系のモデル化、将来社会の設計


